
 

『こころとからだの二刀流目指す Ｒ５年度全国労働衛生週間』 
 

 厚生労働省は全国労働衛生週間を実施する。今年のスローガンは一般公募で選ばれた「目指そうよ

二刀流 こころとからだの健康職場」だ。全国労働衛生週間は昭和２５年以降、国民の労働衛生に関する

意識の高揚、事業場における自主的労働衛生管理活動を通じた労働者の健康確保のために毎年開

催されており、今年で７４回目となる。９月１日から９月３０日までが準備期間、１０月１日から１０月７日まで

が本週間となる。各職場での巡視やスローガンの掲示、労働衛生に関

する講習会、見学会の開催などが予定されている。 

 近年、過重労働による健康障害や精神疾患の増加など、職場におけ

る健康確保の重要性が高まっている。新型コロナウイルス感染症を除

いた労働災害は令和４年に死亡者数７７４人で過去最少となったもの

の、休業４日以上の死傷者数は１３２，３５５人（対前年比１，７６９人増）と

なり、過去２０年で最多となった。高年齢労働者の増加に伴い、転倒・腰

痛災害も増加傾向にある。我が国では、労働人口の約３人に１人が何

らかの疾病を抱えながら働いているとされている。労働力人口の減少

が叫ばれる中、職場においてはこころとからだの両面の健康を維持し

ながら働ける環境が必要となっている。 
 

『女性管理職割合、平均９．８％ 過去最高も１割に届かず』 
 

 帝国データバンクは「２０２３年の女性登用に対する企業の意識調査」結果を発表した。それによると、

女性管理職割合の平均は９．８％で、１３年の調査開始以降で過去最高を更新した。しかし、前年からの

上昇幅は０．４ポイント増にとどまり、１割を下回った。女性管理職の割合を規模別に見ると、「小規模企

業」が平均１２．６％で最も高かった。「中小企業」は１０．２％、「大企業」は７．５％で、規模が小さい企業

ほど女性管理職割合の平均は高い状況が続いている。女性管理職

割合の平均を業界別に見ると、「小売」が１８．６％でトップ、「不動産」

が１６．２％で続いている。 

 政府が目標として掲げている「女性管理職３０％」以上となっている

企業は９．８ ％で、調査開始以降で最高となった。前年比０．３ポイン

ト増となったが、依然として１ケタ台にとどまった。自社の役員（社長を

含む）に占める女性の割合は平均１３．１％で、前年（１２．７％）から０．

４ポイント増加し、過去最高となった。一方で、役員が全員男性とする

企業は５３．０％と依然として半数を超えている。この調査は２３年７月

１８日から３１日まで、全国２万７７６８社を対象に実施、有効回答企業

数は１万１２６５社（回答率４０．６％）だった。 
              

出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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